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平成 10年度魚病診断結果 

  

福永  稔・嶋村 一郎 
  

 平成 10年 4月から平成 11年 3月までに，養殖魚および種苗生産の過程で発生した魚病について，水

産試験場への持ち込みと，養殖場の巡回指導時に採取した検体の診断および薬剤感受性試験を行った。 

診断結果 

 診断結果を表 1および表 2にまとめた。 

 内水面における診断件数は，アマゴ 29件，アユ 423件およびウナギ 14件で総件数は 466件であった。 

表 1 平成 10年度診断結果(淡水魚) 
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表 2 平成 10年度診断結果(海産魚) 

 
 

 アマゴは，前年度と同様にせっそう病の診断件数が多かったが，5月には IPNが確認された。アユは，

冷水病とシュードモナス病が診断件数の 67％を占め，ほぼ周年発生が確認された。ウナギは寄生虫症が

多く確認された。 

 海面における診断件数は，ブリ 10件，ヒラメ 37件，マダイ 3件，イシダイ 3件，トラフグ 5件，ク

ルマエビ 1件およびアコヤガイ 3件で総件数は 62件であった。 

 ブリは，7～8月に連鎖球菌症，類結節症およびイリドウイルス症の発生が，また，越冬地では連鎖球

菌症が確認された。ヒラメ・トラフグは，寄生虫症が多く確認された。イシダイはイリドウイルス症が

初めて確認された。クルマエビは，前年度確認された PAV の発生が見られなかった。また，アコヤガ

イで初めて赤変化に伴うへい死が確認された。 

感受性試験結果 

 感受性試験結果の概要を表 3～8に示した。 

 アマゴのせっそう病菌の薬剤感受性試験結果では，OTC・FFには大部分の菌株が高感受性を示した。 

 アユの冷水病菌の薬剤感受性試験結果では前年度同様に SA・FFにはすべての菌株が高感受性を示し

たが，SMMX・SO・OAには低感受性を示す菌株や感受性が無い菌株が見られた。また，シュードモナ

ス病菌については，前年度同様にほとんどの水産用医薬品について感受性がなかった。 

 ブリの連鎖球菌の薬剤感受性試験結果は OTC・DOXY・FF・EM・OL・JM には大部分の株が高感受

性を示したが，SPM・LM・LCMには低感受性を示す菌株や感受性がない菌株が見られた。また，類結

節症菌の薬剤感受性試験結果は，BCM・ABPC・AMPC・FFには大部分の株が高感受性を示したが，SA・

NFS・NB・FOM・OA・TP・FMには低感受性を示す菌株や感受性がない菌株が見られた。 
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表 3 薬剤名 

 
 

表 4 アマゴから分離したせっそう病菌の薬剤感受性試験結果 

 

表 5 アユから分離した冷水病菌の薬剤感受性試験結果 

 

表 6 ブリから分離した連鎖球菌 

 

表 7 ブリから分離した類結節症菌の薬剤感受性試験結果 

 


